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海 野 十三 



売り 尽 しに 近くな つたが、 この 一枚 だけ は 手放さな 

かった の だ。 

それほど 伯爵に とって 価値 高き この 名画 を、 伯爵 は 

朝起きる とすぐ に 書斎へ はい つ て 眺める の を 一 日中の 

最大の 楽しみと し、 また その 日の 最初の 行事と もした。 

ところが、 その 日の 朝、 伯爵 はこの 部屋に はいると、 

名画の 中の 二人へ 朝の 挨拶が わりに 横 眼 でじろり と 

J 眄 した 瞬間、 異常 を 発見した のであった。 

「ばかな。 そんな ことがあって たまる もの か。 僕の 眼 

がどう かして いるんだろう」 

伯爵 は、 一 旦 発見した もの を 打消しながら、 その 名 



から ドイツで 印刷され た 名画 集の 大きな 本 を 抱えて 

戻って きた。 椅子の 上で、 そのべ— ジを 繰った。 セザ 

ンヌの 「カル タを 取る 人」 の 原色版 印刷が 出て 来た。 

それと、 壁に かかって いる 画面と を 見較べる と、 いよ 

いよ 相違が はっきり してきた。 色調 も、 なんだか 違う 

ようで ある。 これ は 一 体 どうした わけで あるか。 

ひらめ 

ふと、 伯爵の 脳裡に、 電光の 如く 閃 いた ものが あつ 

た。 

「ま，^ ァ。 さて ま 」 

伯爵 は 立って、 画の そばに 近づいた。 それから 額縁 

を 裏返しに して、 急いで 調べた。 画 を 額縁に とめて 



である。 

「それ はたい へんだ。 すると 犯人 は 猛烈に 凄い 奴です 

ね。 少く とも ルバン 級。 いや、 もっと 上の ス ー パ —• 

ルバン 級の 悪人です か。 困った な あ、 あの 生命に も替 

えがたい 名画 『カル タを 取る 人』 は 遂に 永遠に 僕の 手 

に 戻りません かねえ」 

「そうか もしれ ません が、 そうでない かもしれ ません 

まあし ばらく、 私に この 事件 をお 委せ 下さい。 一 週間 

のうちに 解決し なかったら、 天下の 何人と いえ ども、 

この 事件 を 解決し 得ない のです。 しからば 今日は これ 

にて 失礼し ます。 いや、 明日より 一 日に 一 S は 御連絡 



のと ころ 四千 円で 頂きます る。 千円 は 儲けさせて 頂き 

たい もので、 はい」 

とどのつまり、 岩 田 天 門 堂 はこの 怪画を 四千 円で 伯 

爵 から 買い取り、 折 柄ち ようど 店の 者が 自動車 を 持つ 

て 岩 田 を 迎えに 来たので、 それに 乗って 帰った。 もち 

ろん 怪画は そのと き 持 つてい つた。 

烏^ 天 駆の こと 



「なに、 ゥ ティ • テン クとは 何者です。 それが 色白の 

女賊の 名です か」 

「いえ、 違います。 二人組の 男の 方が、 烏啼天 駆なん 

で。 こ 奴 は、 すこぶる 変った 賊で ございまして、 変つ 

た 物ば かり 盗んで 行く のです。 建物から 一 夜のう ちに 

時計台 を 盗んで いったり、 科学博物館から 剝 1 の 河馬 

の 首 を 盗んで いったり、 また 大いに 変った ところでは、 

こいがたき 

恋敵 の 男から 彼の 心臓 を 盗んで いったり いたし まし 

た」 

「残酷な こと をす る。 憎むべき 殺人鬼 だな」 

「いや、 殺人 はいたし ませぬ」 



「しかし 恋敵の 男から 心臓 を 抜けば 彼 は 死んで しま 

う」 

「ところが 奇賊 烏啼の 堅持す る 憲法と しまして 〃およ 

そ 盗む 者 は、 被害者に 代償 を 支払わざる ベから ず。 

掏摸と いえ ども、 財布 を 掏ったら その ポケットに チヨ 

コレ— ト でも 入れて 来るべし" てな こと を 主張して 居 

ります る 奇賊 —— いや 憎むべき 大 泥坊で ございます。 

そんな わけで、 こちらの 御 盗難の 場合に おいても、 代 

まれ 

償と して 別の 画 を はめて いった ものでありまして、 稀 

に 見る 義理堅い —— いや、 憎みても 余り ある 怪々 賊で 

あります」 



まわりが かなり 張り出し ていた。 どうも この 方 は女賊 

であるら しい。 頭に は、 ナイト • キャップの ような も 

の を 被り、 黒色の 大きな 目 かくしで、 顔の 上部 を蔽っ 

ている。 

侵入の 仕事 は、 男の 方が 先に 立って、 どしどし 片づ 

けて いった。 彼 は 余程 忍び込みに は 経験が あるら しく、 

+h「 いこ 

庭園に 面した 廊下の 端の 掃き出しの 戸 を 簡単に こじ あ 

け、 仲間 を さし 招いて はいった。 

二人 は、 各 部屋の 様子 をう かがって 廻った。 そして 

小さな 笈を 使って 隙間から 部屋の 中へ 何 か 霧の ような 

もの を 吹き 入れた。 



「こうして 置けば、 四時 間 は 熟睡して いて 下さる よ」 

男賊が 笑いながら 仲間に 云った。 

最後に 応接間に 入った。 

「や あ、 さすが は ルゥベン ス。 いい もんだ な あ」 

男賊 は、 広い 肩 を 左右へ 張って、 惚れ惚れと 画面に 

眺め 入った。 しばらく すると、 彼の 左の 腕に、 柔くカ 

が 加わった。 女賊 が、 それ を 抱えた の だ。 ぴったりと 

女賊は 身体 をす り 寄せ る。 

どうした わけ か 男賊は 「これ ッ」 と 叫んで 仲間から 

身 を 引いた。 彼 は 左の 腕 を、 痛そう に 撫でた。 

「つまらん こと はよ しにして、 さあ id 事に かかって 貰 



り、 右手 も 白く 消された。 

うしろ を 歩いて いる 男賊 は、 時々 立ち 停って、 女賊 

ぎょうし 

のす る Y と を 凝視す る。 

女 賊の怪 行為 は 続いた。 

それが 終る と、 こんど は 絵 具 箱から パレット を 取 出 

し、 それから 絵筆 を 右手に とった。 それから 彼女 は、 

非常な 手練と 速さ を 持って、 さっき 白 塗りに した 上に、 

別の 画 を 描いて いった。 もっとも その 画 は、 原画の 消 

してない 部分と よく 連続した。 

すなわち、 右端の ニンフが 原画で は 七三に 向いて い 

るの が、 彼女の 手に よって 真横 向きに 描き 改められた。 
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